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岡山市 1,442 892 早島町 9 6

玉野市 271 208 里庄町 83 43

備前市 343 141 矢掛町 150 124

瀬戸内市 588 185 津山市 461 225

赤磐市 688 330 真庭市 149 62

和気町 233 78 美作市 390 160

吉備中央町 288 43 新庄村 -

倉敷市 859 532 鏡野町 42 29

笠岡市 745 229 勝央町 155 43

井原市 373 181 奈義町 109 45

総社市 355 210 西粟倉村 -

高梁市 260 54 久米南町 228 21

新見市 259 30 美咲町 382 45

浅口市 325 96 合　　計 9,187 4,012

防災重点
農業用ため池

ため池数

市町村名

ため池数

防災重点
農業用ため池

市町村名

県内には、約９千か所のため池があり、そのうち決壊した場合に人的被害を及ぼす
おそれのある防災重点農業用ため池は約４千か所

岡山県調べ（令和６年４月）

１ 岡山県のため池
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１ 岡山県のため池

1,442

688

859

岡山県調べ（令和６年４月）
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２ ため池の現状と課題

ため池の老朽化
・築造から相当年数が経過し、漏水や変形等が生じ、決壊するおそれのあるため池が増加
・頻発する集中豪雨・台風による洪水や地震に対し、脆弱なため池が多数存在

江戸時代以前
及び不明ほか

(87％)

明治(5％)

大正(3％)
昭和以降(5％)

岡山のため池築造年代
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２ ため池の現状と課題

管理力の低下、放棄
・農業者の減少、高齢化の進行により、適切な維持管理が困難となるため池が増加
・荒廃農地の増加などかんがいに使用されなくなり、管理放棄されたため池が増加
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基幹的農業従事者と耕地面積の推移

基幹的農業従事者 耕地面積 65歳以上の割合

（万人、万ｈａ）

（％）

管理放棄により
堤体上に樹木が繁茂
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混住化の進行
• ため池下流受益地の宅地化などから万が一決壊した場合のリスクが増大
• 農業農村の有する洪水防止機能や地下水かん養機能などの多面的機能の減衰

ため池

決壊時の浸水想定区域

２ ため池の現状と課題
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• 西日本を中心に約1,500か所のため池が被災し、うち32か所が決壊
• 岡山県では、230か所のため池が被災し、うち４か所が決壊

【人的被害状況】
死 者：１名
負傷者：４名

広島県
決壊 ２３か所

岡山県
決壊 ４か所

京都府
決壊 ２か所

福岡県
決壊 １か所

愛媛県
決壊 １か所

大阪府
決壊 １か所

３ 平成30年７月豪雨における被災状況
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３ 平成30年７月豪雨における被災状況

勝負迫上池・勝負迫下池（福山市）

冠光寺池（岡山市） 大田池（浅口市）

グランド
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４ ため池管理保全に関する取組

行政所有
（国・地方公共団体）

私人所有
（集落・水利組合・個人等）

防災重点農業用ため池

特定農業用ため池

3,464

2,555 6,632

《 防災重点農業用ため池 》 決壊した場合に人的被害を与えるおそれがある農業用ため池
《 特定農業用ため池 》 防災重点農業用ため池のうち、私人所有のもの

【 農業用ため池  9,187箇所 】

4,012

548

約３割

約１割４分
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４ ため池管理保全に関する取組

農業用ため池の管理及び保全に関する法律に係る届出等事務手続
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４ ため池管理保全に関する取組

農業用ため池の管理及び保全に関する法律に係る届出等事務手続
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４ ため池管理保全に関する取組

農業用ため池の管理及び保全に関する法律に係る届出等事務手続

岡 山 市 - 54 13 14 3 0

倉 敷 市 - 38 13 0 0 0

津 山 市 - 306 41 29 9 40

笠 岡 市 - 196 417 36 12 5

井 原 市 - 130 75 2 0 0

総 社 市 - 40 3 0 0 0

高 梁 市 - 133 46 0 2 0

新 見 市 - 169 2 1 1 2

備 前 市 - 55 0 0 0 2

瀬 戸 内 市 - 102 0 0 4 0

赤 磐 市 - 27 0 0 0 1

真 庭 市 - 46 2 39 18 23

美 作 市 - 267 5 6 3 5

浅 口 市 - 3 0 0 0 0

和 気 町 - 26 0 0 0 0

矢 掛 町 - 27 17 8 0 3

鏡 野 町 - 35 5 1 2 1

勝 央 町 - 109 1 1 0 0

奈 義 町 - 77 0 8 1 1

久 米 南 町 - 78 0 0 0 0

美 咲 町 - 268 0 0 0 1

吉備中央町 - 63 2 5 1 0

計 -          2,249    642 150 56        84        

30年度 元年度 R5年度

事務処理件数／件　※県で把握

R4年度R3年度R2年度
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堤体に設置されている電柱支線の移設に係る都道府県知事の許可事例

取組の概要

県が定めた主な許可条件

【ステップ１：市による申請書の確認】

【申請時に確認するポイント】

土地改良事業設計指針「ため池整備」
（農林水産省農村振興局整備部監修）等を参考に、
以下を確認。
◼ 堤体の安定性に支障を来さないこと。
◼ ため池の維持管理に支障を来さないこと。

【許可に際して付加する主な条件】

◼ 工事に起因して堤体に変状（陥没、亀裂、
漏水等）が生じないよう施工すること。

◼ 堤体の一部を掘削して埋め戻す場合は、十
分締め固めて原形復旧すること。

◼ 工事に起因する変状（陥没、亀裂、漏水
等）が発生した場合は速やかに対策を講じ
ること。

◼ 万が一、事故及び補償が生じた場合は、申
請者（事業者）が解決すること。

◼ 市による申請書類の内容確認後、事業者は
市経由で県へ申請書類を提出。

◼ 県は、申請書を受理し内容を審査。

【ステップ２：申請書の提出

【ステップ４：施工後の対応】

◼ 施工完了後、県は事業者とともに施設
状況を現地で確認し、必要に応じて修
正等を指示。

◼ 事業者は、県知事宛ての許可申請書とともに、位置図、平面図、地籍図、
現場写真、その他施工関係図面を市へ提出。

【ステップ３：内容審査～申請承認】

◼ 県は、申請書類をもとにため池の構造に
   問題のない施工であることを確認し、
   事業者に対し許可通知書を送付。

支線
（移設後）

た め 池 の 所 在 地
た め 池 の 所 有 者
た め 池 の 管 理 者
防災重点農業用ため池
堤 高

堤 頂 長
総 貯 水 量

ため池の諸元

： 岡山県津山市
： 集落
： 個人
： 指定
： 6.8ｍ
： 37.0ｍ
： 55.0千ｍ3

令和４年度、事業者が、地元関係者からの要請を受け、ため池の堤体に設置され
ていた電柱支線を堤体外に移設する工事を実施。
堤体の掘削を行うため、ため池管理保全法第８条に基づき、県知事の許可を得た。
工事までの手順は以下のとおり。

堤体

工事後

４ ため池管理保全に関する取組

支線
（移設前）

堤体内に設置

工事前

堤体

支線
（移設前）

▲移設イメージ（移設前の状況写真）
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農業水利施設の適切な管理・操作

ため池が決壊した場合、被害は農業関係のみならず、
人命・人家・公共施設等にも及ぶことが予想される。
「ため池の適切な維持管理および継続的な監視について」に
基づく点検を実施し、危険なため池について必要な措置を
講じることで、災害防止の徹底を図っている。

◆ 農業用ため池

◆ 農業水利施設等の転落事故防止

◆ 排水機等

巡視により状況を確認の上、必要な安全対策を講ずると
ともに、地域で行われる安全対策についての会議等へ参加する
ことで、地元関係者や関係機関との協力体制の構築を図る。

点検や洪水時の運転・操作に際し、上下流やその周辺状況を
把握し、安全であることを十分確認するなど、事故防止の
徹底に努めている。

点検の様子

４ ため池管理保全に関する取組
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• 農家の高齢化や減少により、適正な維持管理が行われないおそれ
• 農家を指導する市町村の技術職員が不足

４ ため池管理保全に関する取組 ～ ため池サポートセンター ～

ため池サポートセンターの設置

ため池の適正な保全管理のため、管理者からの相談対応や具体的な対策を
積極的に提案するサポートセンターを令和元年５月に設置

◆ ため池管理者からの相談対応

市町村や農家など管理者からの相談に電話で対応するとともに
必要に応じて現地確認を行い、対処方針や今後の管理方針等を指導

電話相談 現地指導 14



研修会の開催 安全管理研修会の様子

◆ 巡回相談会及び研修会の開催

県内の地域ごとに巡回相談会を実施するとともに、ため池関係業務に従事する
行政職員やため池管理者を対象とした研修会を開催

４ ため池管理保全に関する取組 ～ ため池サポートセンター ～
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現地調査 対策の提案 概略図作成

概算工事費算定

◆ 具体的な対策の検討・提案

防災重点農業用ため池のうち、老朽度が高い池や農業利用がない池を中心に
現地調査を行い、具体的な対策を積極的に提案するなど、改修や廃止に向けた
取組が進むよう市町村を支援

４ ため池管理保全に関する取組 ～ ため池サポートセンター ～
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• ため池工事特措法に基づく推進計画
• 計画期間は、法律の期間内である令和３年度から令和12年度までの10年間

区分
現状

類型化 方向性
人的被害 農業利用 老朽度

防災重点 恐れあり
継続

高い Ⅰ 防災機能を高める

低い Ⅱ 適正な管理を推進

なし Ⅲ 廃止を進める

上記以外 恐れなし
継続 Ⅳ 施設を維持する

なし Ⅴ 落水管理・廃止を行う

４ ため池管理保全に関する取組 ～ 防災工事 ① ～

◆ 類型化と方向性
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項目 実施目標
役割分担

県 市町村

劣化状況評価
豪雨耐性評価

約 3,900か所 ○ －

地震耐性評価 約140か所

決壊による流水により歩行不可能とな
る範囲に指定緊急避難路等があるもの

－

上記以外は、実施計画策定主体

防災工事 約250か所 受益面積５ｈａ以上 受益面積５ｈａ未満

廃止工事 約300か所 一定要件を満たす場合は受託工事等 ○

４ ため池管理保全に関する取組 ～ 防災工事 ① ～

◆ 実施目標と役割分担
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豪雨

地震

その他

ため池の被災原因と決壊原因（直近10年間）

被災原因

79％
（8,234件）

21％
（2,202件）

0％（21件） 決壊原因

99％
（410件）

1％（6件）

農林水産省調べ（令和３年７月）

４ ため池管理保全に関する取組 ～ 防災工事 ① ～
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危険度

《豪雨》

《劣化・地震》

劣化や地震に比べ、豪雨によるリスクが高いことが明確な場合

⇒ 豪雨対策を先行実施

• 現制度では、耐震や豪雨、余裕高など全ての基準を満足する必要があるが、
全ての対策を限られた時間で実施することは現実的ではない

• 期間内に一定の効果を発現させるためには、決壊の危険性を評価した上で、
リスクの高い部分から段階的に整備するなど、効果的かつ効率的な対策が必要

高

低

４ ため池管理保全に関する取組 ～ 防災工事 ① ～
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• 各評価等により対策が必要なため池が明らかになっていく中、行政として対策を
加速化するためには課題解消に向けた取組が必要

下流への影響度や劣化状況評価（老朽度）地震・豪雨耐性
評価を踏まえた対策を推進

廃止300か所改修250か所

防災重点農業用ため池
4,012か所

農業用ため池 9,187か所

地

域

要 望

提 案 ※

行

政これから

これまで

対策の方向性

・対策が必要なため池の明確化
・優先順位付け

※ Evidence

４ ため池管理保全に関する取組 ～ 防災工事 ② ～
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推進に向けての課題

１ カネ

２ ヒト

３ ジカン

• 行政の財政力不足
• 高い農家負担金（防災上の受益者との相違）

• 市町村の慢性的な技術者不足

• 膨大な数の対策を短期間で行う必要

新たな施策を展開

✓ 県補助率の見直し

✓ 県による事業計画作成

✓ ため池の再編整備

４ ため池管理保全に関する取組 ～ 防災工事 ② ～

✓ 段階的整備
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５ ため池の有する多面的機能の維持・発揮

事例紹介（豊かな自然環境とのふれあいや環境教育の場としての活用）
～野山池、野山上池の取組～

野山池

アサザの紹介
改修前の移設作業

アサザの生息

アサザは、池などの浅いところに群生
する浮葉性の多年草で、浅沙と呼ぶ。
環境省のレッドリストでは「準絶滅危惧」
に指定されている
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野山池・野山上池 植生分布及び関係図

５ ため池の有する多面的機能の維持・発揮
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希少植物移植

前日

上池に移植した動植物を採取

イベント場所の準備

移植スペース

当日

座学・講習

移植

５ ため池の有する多面的機能の維持・発揮
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ご清聴ありがとうございました。
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